
　

歴
史
上
わ
が
国
で
大
き
な
国
家
変
革
が
行
わ

れ
た
の
は
、必
ず
わ
が
国
周
辺
の
大
き
な
環
境

変
化
、と
り
わ
け
国
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
よ

う
な
危
機
的
事
態
が
原
因
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、朝
鮮
半
島
で
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
敗

れ
た
6
6
3
年
の
白
村
江
の
戦
い
が
原
因
と
な

り
中
央
集
権
の
律
令
国
家
に
向
か
い
、欧
米
に

よ
る
植
民
地
化
の
危
機
か
ら
徳
川
幕
府
が
倒
れ

て
明
治
の
近
代
国
家
が
成
立
し
、そ
し
て
大
東

亜
戦
争
の
敗
戦
で
今
日
の
日
本
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

今
後
、中
国
や
北
朝
鮮
や
ロ
シ
ア
の
動
き
で

わ
が
国
の
安
全
保
障
環
境
が
脅
か
さ
れ
た
と

き
、わ
が
国
が
今
の
ま
ま
の
国
家
の
あ
り
よ
う

で
独
立
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
。自
力
の

防
衛
力
、同
盟
関
係
を
張
り
巡
ら
せ
る
賢
い
外

交
力
、そ
れ
ら
を
支
え
る
強
い
経
済
力
、そ
し

て
国
家
の
正
し
い
意
思
決
定
の
基
盤
と
な
る
情

報
力
。そ
れ
ら『
日
本
の
チ
カ
ラ
』を
根
本
か
ら

再
構
築
を
す
る
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
れ
を
実
現

し
て
い
く
信
念
の
政
治
が
急
務
で
す
。12
月
に

高
市
早
苗
氏
を
中
心
と
し
た「『
日
本
の
チ
カ

ラ
』研
究
会
」が
発
足
し
た
の
も
、そ
う
い
っ
た

危
機
感
か
ら
で
す
。

　

戦
後
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た「
国
家
と

し
て
の
日
本
」を
取
り
戻
せ
る
か
。こ
れ
が
こ
れ

か
ら
の
わ
が
国
の
運
命
を
決
す
る
最
も
大
事
な

政
治
の
テ
ー
マ
で
す
。そ
し
て
周
辺
か
ら
迫
る
国

家
的
な
危
機
に「
自
ら
の
力
で
自
ら
を
守
る
」国

と
し
て
雄
々
し
く
立
ち
上
が
れ
る
か
が
喫
緊
の

課
題
で
す
。

　

一
昨
年
12
月
岸
田
首
相
は
、防
衛
費
を
5
年

間
で
倍
増
し
て
N
A
T
O
諸
国
並
み
の
G
D
P

比
2
％
の
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
意

し
ま
し
た
。習
近
平
主
席
が
4
期
目
を
迎
え
る

2
0
2
7
年
ま
で
に
、中
国
が「
台
湾
併
合
」を

強
行
す
る
可
能
性
を
考
え
る
と
、こ
の
2
、3
年

は
わ
が
国
に
と
っ
て
正
念
場
に
な
り
ま
す
。

　

相
手
に
手
を
出
さ
せ
な
い
だ
け
の
抑
止
力
は
、

防
衛
力
の
担
う
自
衛
隊
員
を
支
え
る
国
民
の
絶

大
な
承
認
が
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
成
り
立
ち
ま

す
。こ
れ
ま
で
政
府
は
、国
際
法
上
は
自
衛
隊
を

「
軍
隊
」と
し
な
が
ら
も
、国
内
で
は
憲
法
上
の

制
約
か
ら
自
衛
隊
は

「
通
常
の
軍
隊
で
は

な
い
」と
誤
魔
化
し
て

き
ま
し
た
。し
か
し

そ
れ
で
は
自
衛
隊
が

全
力
で
防
衛
の
任
務

に
当
た
る
こ
と
な
ど

で
き
ま
せ
ん
。今
年

は
一
日
も
早
く
自
衛

隊
を
憲
法
に
明
記
し

て
、自
衛
隊
を
国
家

と
し
て
正
式
に
承
認

を
す
べ
き
で
す
。

▼令和５年11月16日　読売新聞
『
日
本
の
チ
カ
ラ
』研
究
会

ま
ず
国
防
。

そ
し
て
憲
法
改
正
を
！

激
動
と
変
革
の「
甲
辰
」の
年

自
衛
隊
を

憲
法
に
明
記
を
！

激
動
と
変
革
の「
甲
辰
」の
年

自
衛
隊
を

憲
法
に
明
記
を
！

令和6年1月1日
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は「
甲
辰（
き
の
え
・
た
つ
）」の

年
。「
甲
」は
植
物
の
殻
を
被
っ
た
芽
が

発
芽
す
る
象
形
文
字
で
、「
辰
」は
手
偏

を
つ
け
る
と「
振
」、雨
冠
を
つ
け
る
と

「
震
」と
な
る
よ
う
に
、「
甲
辰
」の
年
は

激
動
の
中
で
新
し
い
時
代
の
芽
が
芽
吹

く
が
、古
い
時
代
の
固
い
殻
も
残
り
苦

労
す
る
年
と
な
り
ま
す
。

　
60
年
前
の
昭
和
39（
1
9
6
4
）年
の

「
甲
辰
」も
激
動
と
変
革
の
年
で
し
た
。

日
本
特
殊
鋼
の
倒
産
を
は
じ
め
前
年
か

ら
続
く
不
況
の
中
で
企
業
倒
産
が
相
次

ぎ
、全
日
本
労
働
総
同
盟
が
発
足
す
る

な
ど
労
働
運
動
も
活
発
化
し
ま
し
た
。

　
一
方
、「
ひ
か
り
」が
世
界
最
速
の
時

速
２
１
０
キ
ロ
を
記
録
し
て
東
海
道
新

幹
線
が
開
業
し
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
ホ
テ
ル
や
警
備
業
な
ど
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

中
国
が
原
爆
実
験
を
実
施
し
世
界
の
新

し
い
パ
ワ
ー
と
し
て
出
現
。ま
た
わ
が

国
で
は
池
田
勇
人
氏
か
ら
佐
藤
栄
作
氏

に
首
相
が
交
代
、公
明
党
が
結
党
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
は
、1
月
に
台
湾
の
総
統
選
挙
、

4
月
に
韓
国
の
総
選
挙
、11
月
に
は
米

国
大
統
領
選
挙
が
あ
り
、わ
が
国
で
も

9
月
に
自
民
党
総
裁
選
挙
が
予
定
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
結
果
次
第
で
は
台
湾
周
辺
や

朝
鮮
半
島
、東
シ
ナ
海
や
南
シ
ナ
海
な

ど
東
ア
ジ
ア
で
新
し
い
動
き
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。



【        

　 

】

参
議
院

厚
生
労
働
委
員
長
に
就
任
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目
指
す
議
員
連
盟
」が
発
足
し
、会
長
に
麻
生
太
郎
元

総
理
、幹
事
長
に
森
英
介
元
法
相
、事
務
総
長
に
加
藤

勝
信
前
厚
労
相
、そ
し
て
私
が
事
務
局
長
に
就
任
し
た
。

　

昭
和
は
62
年
と
14
日
続
い
た
わ
が
国
の
歴
史
上
最
も

長
い
元
号
だ
。そ
し
て
平
成
19（
2
0
0
7
）年
に
は
、昭

和
天
皇
の
お
誕
生
日
で
あ
っ
た
4
月
29
日
が「
昭
和
の

日
」と
改
め
ら
れ
、祝
日
法
に
は「
激
動
の
日
々
を
経
て
、

復
興
を
遂
げ
た
昭
和
の
時
代
を
顧
み
、国
の
将
来
に
思

い
を
い
た
す
」日
と
定
め
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
、令
和
8（
2
0
2
6
）年
に
昭
和
改
元
１
０

０
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、政
府
主
催
の
記
念
式
典
を

開
催
し
改
め
て「
激
動
と
復
興
の
昭
和
を
顧
み
、将
来
に

思
い
を
い
た
す
」機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

実
は
、元
号
と
し
て
2
番
目
に
長
い
明
治
は
昭
和
43

（
1
9
6
8
）年
に
改
元
1
0
0
年
を
迎
え
、政
府
主
催

の
明
治
百
年
記
念
式
典
が
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
、記
念
公
園
、記
念
図
書
館
、記

念
博
物
館
な
ど
の
開
設
や「
青
年
の
船
」事
業
の
開
始
、

記
念
切
手
発
行
な
ど
の
記
念
事
業
が
行
わ
れ
た
。

　

議
連
と
し
て
は
、今
後
政
府
に
対
し
令
和
8
年
の
昭
和

1
0
0
年
記
念
式
典
の
開
催
を
申
し
入
れ
て
い
く
予
定
。

拉
致
被
害
者
帰
国
の

「
時
間
的
制
約
」に
つ
い
て
問
う

憲
法
審
査
会
は
、

早
期
に「
自
衛
隊
明
記
」の
議
論
を
！

「
昭
和
1
0
0
年
記
念
式
典

実
現
議
連
」が
発
足

▲令和5年11月26日
全拉致被害者の即時一括帰国
を求める国民大集会

▼令和5年12月1日　産経新聞

『山田宏よい国後援会』にお入りください！
「世界に誇れる日本」を創るため、日々活動しております。
そのためには、皆様のご支援が必要です。ぜひ、ご入会
いただき山田宏の活動をご支援いただけますようお願
い申し上げます。

自由民主党に入党ください！
山田が支部長を務める「自由民主党東京都参議院比例
区第二十二支部」を通し、党員になってお支えください。
　＊満18歳以上、日本国籍を有する方が対象です。
　＊党費　年額4,000円（家族党員は2,000円）

ご連絡は、山田宏事務所まで、
お気軽にお問い合わせください！

＊後援会員には会員限定の
　「ズバリ通信」を年4回お送り致します。

山田宏  国会事務所
〒100-8962  東京都千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1205号室
Tel.03-6550-1205  Fax.03-6551-1205

山田宏よい国後援会事務所
〒102-0093  東京都千代田区平河町2-16-5　クレール平河町602
Tel.03-6256-9061  Fax.03-6256-9063

メールでのお問い合わせ
info@yamadahiroshi.com

山田宏の日々の活動は、ホームページ、フェイスブック、
ツイッター、YouTubeでご紹介しています
山田宏公式サイト：www.yamadahiroshi.com
山田宏公式Facebookページ：https://www.facebook.com/yamadahiroshi.page/
山田宏公式ツイッター：@yamazogaikuzo
山田宏YouTube:https://www.youtube.com/user/YamadaHiroashiCom

Facebook公式サイト公式サイト ツイッターツイッター

参議院議員
自由民主党 副幹事長
朝日大学歯学部客員教授
………………………………………
昭和33年（1958年）1月8日生まれ。
京都大学法学部卒業。
松下政経塾第2期生。
東京都議会議員（2期）・
衆議院議員（2期）・
杉並区長（3期）

山田宏（やまだ ひろし）
プロフィール（2024.1現在）

『英霊の遺書』講演『英霊の遺書』講演
YouTube  320万回視聴されました！
山田宏   
静まる成人式～
杉並区長時代の
まだの方はぜひご覧ください
（8分・字幕付き）

▲令和5年11月30日　昭和100年議連設立総会

令
和
5
年
12
月
４
日
　
参
議
院
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
問
題
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の

質
疑
の
様
子
は
こ
ち
ら
か
ら（
字
幕
付
き
）

▼

令
和
5
年
12
月
6
日
　

参
議
院
憲
法
審
査
会

質
疑
の
様
子
は
こ
ち
ら
か
ら（
字
幕
付
き
）▼

YouTubeYouTube

　
〜
拉
致
問
題
特
別
委
員
会
で
の
山
田
質
問

　
「
親
世
代
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
、被
害
者
が
帰
国
し

て
も
北
朝
鮮
に
は
猛
烈
な
怒
り
し
か
残
ら
な
い
」

　

昨
年
11
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た「
拉
致
被
害
者
の
即

時
一
括
帰
国
を
求
め
る
国
民
大
集
会
」で
、家
族
会
の
横

田
拓
也
会
長（
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
弟
）が
強
く
北
朝

鮮
を
非
難
し
、出
席
し
た
岸
田
首
相
も「
時
間
的
制
約

の
あ
る
拉
致
問
題
」と
述
べ
た
。こ
れ
は
こ
の
集
会
を
注

目
し
て
い
る
は
ず
の
北
朝
鮮
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な

る
は
ず
だ
。

　

そ
れ
を
受
け
12
月
4
日
、私
は
参
議
院
拉
致
問
題
特

別
委
員
会
で
質
問
に
立
ち
、岸
田
首
相
の
言
う「
時
間

的
制
約
」の
意
味
に
つ
い
て
、「
政
府
と
し
て
は
被
害
者
の

親
世
代
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
の
帰
国
で
は
、人
道
支
援

や
そ
の
他
の
経
済
支
援
は
な
い
と
い
う
意
味
か
」と
、改

め
て
松
野
官
房
長
官
、上
川
外
相
、そ
し
て
工
藤
内
閣

府
副
大
臣（
拉
致
問
題
担
当
）に
確
認
し
、「
そ
の
通
り
」

と
工
藤
副
大
臣
が
答
弁
し
、上
川
大
臣
も
同
意
し
た
。

　

私
の
質
問
の
意
図
は
、国
民
大
集
会
で
の
横
田
会
長

の
発
言
は
政
府
と
し
て
も
同
趣
旨
だ
と
北
朝
鮮
に
確
実

に
伝
え
北
朝
鮮
の
早
期
決
断
を
促
す
こ
と
に
あ
る
。厳

し
い
冬
を
迎
え
て
食
料
や
燃
料
の
不
足
や
経
済
的
困
窮

に
あ
る
と
さ
れ
る
北
朝
鮮
の
決
断
が
注
視
さ
れ
る
。

　
〜
憲
法
審
査
会
で
山
田
宏
が
意
見
表
明

　

自
衛
隊
は
、国
外
で
は「
軍
隊
」と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

が
、国
内
で
は
憲
法
上「
通
常
の
軍
隊
で
は
な
い
」と
さ
れ
、

長
い
期
間
に
わ
た
り
差
別
的
扱
い
を
受
け
て
き
た
。

　

昨
年
12
月
6
日
、私
は
参
議
院
憲
法
審
査
会
で
意
見

表
明
を
行
い「
自
衛
隊
が
軍
隊
と
し
て
、し
っ
か
り
そ
の

任
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
制
度
や
待
遇
の
整
備
が
必
要
。

そ
の
た
め
に
は
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
し
速
や
か
に
国

家
と
し
て
自
衛
隊
を
承
認
す
べ
き
時
だ
」と
述
べ
た
。

 

　
〜
麻
生
元
総
理
が
会
長
、事
務
局
長
に
山
田
宏

　

昨
年
11
月
30
日
に
、「
昭
和
1
0
0
年
記
念
式
典
を
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